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(57)【要約】
【課題】長時間の使用が可能であり、従来の電気ウキの
ように電解液が外部に漏出し、環境汚染を生じることが
なく、高度の気密性を必要としない発光機能を有する電
気ウキを提供する。
【解決手段】発光機能を有する魚釣り用電気ウキであっ
て、電気ウキ本体１の上部に発光ダイオード２が配設さ
れ、発光ダイオード２が電気ウキ本体１に内蔵されてい
る正極３と負極４とからなる空気電池と接続され、電気
ウキ本体１が水面に着水したときに当該着水時の水を電
気ウキ本体１内に流入させるための通水孔７を電気ウキ
本体１に有し、通水孔７から流入した水を介して空気電
池の正極３と負極４とを接続させるための空間８ｂが電
気ウキ本体１内に配設されていることを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光機能を有する魚釣り用電気ウキであって、電気ウキ本体の上部に発光ダイオードが
配設され、発光ダイオードが電気ウキ本体に内蔵されている空気電池と接続され、電気ウ
キ本体が水面に着水したときに当該着水時の水を電気ウキ本体内に流入させるための通水
孔を電気ウキ本体に有し、通水孔から流入した水を介して空気電池の正極と負極とを接続
させるための空間が通水孔と連通して電気ウキ本体内に配設されていることを特徴とする
魚釣り用電気ウキ。
【請求項２】
　電気ウキ本体の上部に発光ダイオードが配設され、発光ダイオードが電気ウキ本体に内
蔵されている正極と負極とからなる空気電池と接続されてなる魚釣り用電気ウキであって
、電気ウキ本体が上部外殻および下部外殻を有し、上部外殻と正極との間に空間を有し、
電気ウキ本体が水面に着水したとき、当該着水時の水を電気ウキ本体内に流入させるため
の通水孔が電気ウキ本体の下部に設けられ、通水孔から電気ウキ本体内に流入した水を介
して空気電池の正極と負極とを接続させるための空間が通水孔と連通して電気ウキ本体内
に配設されていることを特徴とする請求項１に記載の魚釣り用電気ウキ。
【請求項３】
　電気ウキ本体の上部に発光ダイオードが配設され、発光ダイオードが電気ウキ本体に内
蔵されている正極と負極とからなる空気電池と接続されてなる魚釣り用電気ウキであって
、電気ウキ本体が上部外殻および下部外殻を有し、上部外殻と正極との間に空間を有し、
電気ウキ本体が水面に着水したとき、当該着水時の水を電気ウキ本体内に流入させるため
の通水孔が電気ウキ本体の下部に設けられ、通水孔から電気ウキ本体内に流入した水を介
して空気電池の正極と負極とを接続させるための空間が通水孔と連通して電気ウキ本体内
に配設され、電気ウキ本体の上部にあたり時取水口が配設され、あたり時取水口が水中に
水没したときに上部外殻と正極との間の空間内に水が流入するようにあたり時取水口と当
該空間とが連通されていることを特徴とする請求項１に記載の魚釣り用電気ウキ。
【請求項４】
　電気ウキ本体の上部に発光ダイオードが配設され、発光ダイオードが電気ウキ本体に内
蔵されている正極と負極とからなる空気電池と接続されてなる魚釣り用電気ウキであって
、電気ウキ本体が水面に着水したときに電気ウキ本体内に流入した水によって空気電池を
構成する正極および負極と、魚のあたり時に電気ウキ本体内に流入した水によって空気電
池を構成する正極および負極とがそれぞれ電気ウキ本体内に配設されていることを特徴と
する請求項１に記載の魚釣り用電気ウキ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、魚釣り用電気ウキに関する。さらに詳しくは、本発明は、発光機能を有する
魚釣り用電気ウキに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に夜間に魚釣りをする場合、釣人が海面などにおけるルアーなどの釣具の位置を確
認するために、発光機能を持つ電気ウキが用いられている。電気ウキの電源には、海水電
池、リチウム一次電池、アルカリ電池などが用いられており、これらの電源によって発光
させた電気ウキによって海面などにおける釣り具の位置を目視によって確認することがで
きる（例えば、特許文献１および２参照）。
【０００３】
　海水電池には、正極にＰｂＣｌ2などが用いられ、負極にＭｇ合金が用いられている。
海水電池の電池反応は、一般に以下のとおりであると考えられている。
【０００４】
［正極反応］　　ＰｂＣｌ2 ＋ ２ｅ- → Ｐｂ ＋ ２Ｃｌ-
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［負極反応］　　Ｍｇ → Ｍｇ2+ ＋ ２ｅ-

【０００５】
　海水電池に使用されるＭｇの原子量は約２４．３であり、ＰｂＣｌ2の分子量は２７８
であることから、電池反応で消費されるＭｇに対して必要なＰｂＣｌ2の質量は、Ｍｇの
質量の１０倍程度である。したがって、海水電池は、質量あたりの発電量が低く、しかも
ＰｂＣｌ2の比重が高いことから、当該海水電池を電気ウキに使用した場合、電池の高容
量化、電気ウキ自体の小型化および軽量化を図ることが困難である。
【０００６】
　リチウム一次電池は、連続使用可能時間が５０時間程度であり、１ｇあたりの電池容量
が約５０ｍＡｈである。したがって、一次リチウム電池を電気ウキに使用した場合、電池
寿命が短いので、頻繁に電池の交換をする必要がある。
【０００７】
　また、リチウム一次電池およびアルカリ電池には、電池材料として金属イオン、電解液
などが含まれており、電気ウキが破損したときにこれらの電解液などが流出し、環境汚染
をもたらすおそれがある。さらに、リチウム一次電池またはアルカリ電池を電気ウキに用
いた場合、電気ウキの内部に海水が浸入したときに短絡が生じ、電気ウキが破損するおそ
れがあるため、高度の気密構造が電気ウキに要求される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開平１１－１１３４５６号公報
【特許文献２】特開２００４－１５８２０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、前記従来技術に鑑みてなされたものであり、長時間の使用が可能であり、従
来の電気ウキのように電解液が外部に漏出し、環境汚染を生じることがなく、高度の気密
性を必要としない発光機能を有する電気ウキを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、
（１）　発光機能を有する魚釣り用電気ウキであって、電気ウキ本体の上部に発光ダイオ
ードが配設され、発光ダイオードが電気ウキ本体に内蔵されている空気電池の正極および
負極と接続され、電気ウキ本体が水面に着水したときに当該着水時の水を電気ウキ本体内
に流入させるための通水孔を電気ウキ本体に有し、通水孔から流入した水を介して空気電
池の正極と負極とを接続させるための空間が通水孔と連通して電気ウキ本体内に配設され
ていることを特徴とする魚釣り用電気ウキ、
（２）　電気ウキ本体の上部に発光ダイオードが配設され、発光ダイオードが電気ウキ本
体に内蔵されている空気電池の正極および負極と接続されてなる魚釣り用電気ウキであっ
て、電気ウキ本体が上部外殻および下部外殻を有し、上部外殻と正極との間に空間を有し
、電気ウキ本体が水面に着水したときに当該着水時の水を電気ウキ本体内に流入させるた
めの通水孔が電気ウキ本体の下部に設けられ、通水孔から電気ウキ本体内に流入した水を
介して空気電池の正極と負極とを接続させるための空間が通水孔と連通して電気ウキ本体
内に配設されていることを特徴とする前記（１）に記載の魚釣り用電気ウキ、
（３）　電気ウキ本体の上部に発光ダイオードが配設され、発光ダイオードが電気ウキ本
体に内蔵されている空気電池の正極および負極と接続されてなる魚釣り用電気ウキであっ
て、電気ウキ本体が上部外殻および下部外殻を有し、上部外殻と正極との間に空間を有し
、電気ウキ本体が水面に着水したときに当該着水時の水を電気ウキ本体内に流入させるた
めの通水孔が電気ウキ本体の下部に設けられ、通水孔から電気ウキ本体内に流入した水を
介して空気電池の正極と負極とを接続させるための空間が通水孔と連通して電気ウキ本体
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内に配設され、電気ウキ本体の上部にあたり時取水口が配設され、あたり時取水口が水中
に水没したときに上部外殻と正極との間の空間内に水が流入するようにあたり時取水口と
当該空間とが連通されていることを特徴とする前記（１）に記載の魚釣り用電気ウキ、お
よび
（４）　電気ウキ本体の上部に発光ダイオードが配設され、発光ダイオードが電気ウキ本
体に内蔵されている空気電池の正極および負極と接続されてなる魚釣り用電気ウキであっ
て、電気ウキ本体が水面に着水したときに電気ウキ本体内に流入した水によって空気電池
を構成する正極および負極と、魚のあたり時に電気ウキ本体内に流入した水によって空気
電池を構成する正極および負極とがそれぞれ電気ウキ本体内に配設されていることを特徴
とする前記（１）に記載の魚釣り用電気ウキ
に関する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、長時間の使用が可能であり、従来の電気ウキのように電解液が外部に
漏出し、環境汚染を生じることがなく、高度の気密性を必要としない発光機能を有する電
気ウキが提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の魚釣り用電気ウキの一実施態様を示す概略説明図である。
【図２】本発明の魚釣り用電気ウキの他の一実施態様を示す概略説明図である。
【図３】本発明の魚釣り用電気ウキの他の一実施態様を示す概略説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明の魚釣り用電気ウキは、前記したように、発光機能を有する魚釣り用電気ウキで
あり、電気ウキ本体の上部に発光ダイオードが配設され、発光ダイオードが電気ウキ本体
に内蔵されている空気電池の正極および負極と接続され、電気ウキ本体が水面に着水した
ときに当該着水時の水を電気ウキ本体内に流入させるための通水孔を電気ウキ本体に有し
、通水孔から流入した水を介して空気電池の正極と負極とを接続させるための空間が通水
孔と連通して電気ウキ本体内に配設されていることを特徴とする。
【００１４】
　本発明の魚釣り用電気ウキは、電源として空気電池が用いられているので、従来の電気
ウキよりも連続使用可能時間が長く、従来の電気ウキのように電解液が外部に漏出し、環
境汚染を生じることがなく、さらに高度の気密性を必要とせず、活物質である酸素を空気
電池内に搭載する必要がないという利点を有する。また、空気電池として空気マグネシウ
ム電池を用いた場合には、例えば、Ｍｇ０．２ｇあたりの理論容量が約２００ｍＡｈであ
ることから負極のＭｇが高容量であるという利点がある。
【００１５】
　空気電池の負極にＭｇまたはＭｇ合金を用い、正極にカーボン膜を用いた場合には、当
該空気電池は、海水電池（正極：ＰｂＣｌ2）よりも遥かに軽量であるとともに、電池容
量が高いことから、魚釣り用電気ウキの高容量化、軽量化および小型化を図ることができ
る。
【００１６】
　さらに、本発明の魚釣り用電気ウキでは、電解液を搭載する必要がなく、使用時のみに
海水に代表される水を電解液として用いて発光ダイオードを発光させ、不使用時には海水
などの水を除去することにより、容易に消灯させることができるという利点がある。
【００１７】
　空気電池の正極を構成する材料としては、例えば、カーボンなどが挙げられる。カーボ
ンは、例えば、海水などと接触したときに環境汚染を生じる物質を生成しないことから、
本発明において好適に使用することができる。カーボンとしては、活性炭、グラファイト
などが挙げられるが、本発明は、かかる例示のみに限定されるものではない。正極の大き
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さおよび形状についても特に限定がなく、正極の例として、カーボン膜、多孔質炭素電極
などが挙げられる。本発明においては、正極の活物質は酸素であることから、正極の活物
質として空気を利用することができるので、本発明の魚釣り用電気ウキは、従来のように
正極活物質を電池内に充填する必要がないのみならず、当該正極活物質の使用による環境
汚染を生じるおそれがないという利点を有する。
【００１８】
　空気電池の正極を構成する材料としては、例えば、リチウム、ナトリウムなどのアルカ
リ金属、カルシウム、マグネシウムなどのアルカリ土類金属、アルミニウム、亜鉛、これ
らの金属の合金などが挙げられるが、環境汚染の防止および化学的安定性の観点から、ア
ルカリ土類金属、アルミニウムおよび亜鉛が好ましく、アルカリ土類金属および亜鉛がよ
り好ましく、さらに起電力を高める観点から、カルシウムおよびマグネシウムがより一層
好ましく、マグネシウムがさらに好ましい。負極の大きさおよび形状についても特に限定
がなく、負極の例として、前記金属からなる金属プレートなどが挙げられる。
【００１９】
　正極と負極との電極間距離は、特に限定されないが、通常、５～５０ｍｍ程度であるこ
とが好ましい。正極と負極との電極間の電解質として、本発明の魚釣り用電気ウキを水面
に浮かべたときに流入する海水などの水を利用することができる。水のなかでは、空気電
池の起電力を高める観点から、海水が好ましい。したがって、本発明の魚釣り用電気ウキ
は、海釣り用電気ウキとして好適に使用することができる。
【００２０】
　以下に、本発明の魚釣り用電気ウキを図面に基づいてさらに詳細に説明するが、本発明
は、かかる図面に記載の実施態様のみに限定されるものではない。
【００２１】
　図１（ａ）～（ｃ）は、それぞれ本発明の発光機能を有する魚釣り用電気ウキの一実施
態様を示す概略断面図であるが、本発明は、当該実施態様のみに限定されるものではない
。
【００２２】
　図１に示される魚釣り用電気ウキは、発光機能を有する魚釣り用電気ウキであり、電気
ウキ本体１の上部に発光ダイオード２が配設され、発光ダイオード２が電気ウキ本体１に
内蔵されている空気電池の正極３と負極４と接続され、電気ウキ本体１が水面に着水した
ときに当該着水時の水を電気ウキ本体１内に流入させるための通水孔７を電気ウキ本体１
に有し、通水孔７から流入した水を介して空気電池の正極３と負極４とを接続させるため
の空間８ｂが電気ウキ本体１内に配設されていることを特徴とする。
【００２３】
　図１において、電気ウキ本体１の上部に発光ダイオード２が配設されている。発光ダイ
オード２は、リード線５ａ，５ｂを介して電気ウキ本体１に内蔵されている正極３と負極
４と接続されている。発光ダイオード２は、図１に示されているように、１個だけであっ
てもよく、例えば、２～４個の複数個であってもよいが、電池寿命を長くする観点から、
できるだけ少ないことが好ましく、１個であることがより好ましい。
【００２４】
　図１に示される実施態様において、電気ウキ本体１は、電気ウキの組み立て性を考慮し
て、上部外殻１ａと下部外殻１ｂとによって構成されているが、本発明は、電気ウキ本体
１の構成部材の数によって限定されるものではなく、例えば、２～５個の構成部材によっ
て構成されていてもよい。上部外殻１ａと正極３とによって囲まれた空間１０は、電気ウ
キ本体１が水面に着水したときに水が電気ウキ本体１内に流入しないように構成されてい
る。上部外殻１ａには、活物質である空気を供給するために空気取り入れ口１１が配設さ
れている。空間１０に存在する空気は、正極３の活物質として用いられる。また、発光ダ
イオード２と正極３および負極４とは、必要により、電圧を高めるための昇圧回路１２を
介して接続されていてもよい。
【００２５】
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　図１（ｂ）に示されるように、電気ウキ本体１が水面に着水したとき、着水時の水６を
電気ウキ本体１内に流入させるための通水孔７が電気ウキ本体１の下部に設けられている
。通水孔７から電気ウキ本体１内に流入した水６を介して空気電池の正極３と負極４とを
接続させるための空間８ａ，８ｂが電気ウキ本体１内に配設されている。また、空間８ａ
，８ｂに水が流入したときに、空間８ａ，８ｂ内に存在する空気を排出するためのベント
口９が通気管９ａを介して空間８ａ，８ｂと接続されている。
【００２６】
　図１（ｂ）に示されるように、電気ウキ本体１が水面に着水したとき、電気ウキ本体１
の通水孔７から水６が流入し、流入した水６を介して空気電池の正極３と負極４とが接続
されることから、起電力が生じ、発光ダイオード２が点灯する。これにより、本発明の魚
釣り用電気ウキの着水位置は、夜間であっても容易に目視によって把握することができる
。また、本発明の魚釣り用電気ウキの下部に取り付けられる仕掛け（図示せず）に魚の食
餌によるあたりがあったとき、魚釣り用電気ウキが上下方向に移動するが、当該魚釣り用
電気ウキの上下方向の移動に伴い、点灯した発光ダイオード２が上下動するので、魚の食
餌によるあたりを目視によって容易に把握することができる。
【００２７】
　次に、本発明の魚釣り用電気ウキを水面から引き上げたとき、図１（ｃ）に示されるよ
うに、魚釣り用電気ウキの内部の水が電気ウキ本体１の通水孔７から排出されるので、空
気電池の正極３と負極４との水を介した接続が断たれることから、点灯していた発光ダイ
オード２が消灯する。
【００２８】
　以下に、本発明の魚釣り用電気ウキの他の一実施態様を図２に基づいて説明するが、本
発明は、当該実施態様のみに限定されるものではない。図２（ａ）～（ｃ）は、それぞれ
本発明の発光機能を有する魚釣り用電気ウキの一実施態様を示す概略断面図である。
【００２９】
　図２に示される魚釣り用電気ウキは、発光機能を有する魚釣り用電気ウキであり、電気
ウキ本体１の上部に発光ダイオード２が配設され、発光ダイオード２が電気ウキ本体１に
内蔵されている空気電池の正極３と負極４と接続されている。電気ウキ本体１は、上部外
殻１ａおよび下部外殻１ｂを有する。上部外殻１ａと正極３との間には、空間８ｃが形成
されており、電気ウキ本体１が水面に着水したときに当該着水時の水を電気ウキ本体１内
に流入させるための通水孔７が電気ウキ本体１の下部に設けられている。電気ウキ本体１
内には、通水孔７から電気ウキ本体１内に流入した水を介して空気電池の正極３と負極４
とを接続させるための空間８ｂが配設されている。電気ウキ本体１の上部に、あたり時取
水口１３が配設されており、あたり時取水口１３が水中に水没したときに上部外殻１ａと
正極３との間の空間８ｃ内に水が流入するように、あたり時取水口１３と当該空間８ｃと
が連通されている。
【００３０】
　図２において、電気ウキ本体１の上部に配設されている発光ダイオード２は、リード線
５ａ，５ｂを介して電気ウキ本体１に内蔵されている空気電池の正極３および負極４と接
続されている。
【００３１】
　図２に示される実施態様において、電気ウキ本体１は、電気ウキの組み立て性を考慮し
て、上部外殻１ａと下部外殻１ｂとによって構成されているが、本発明は、電気ウキ本体
１の構成部材の数によって限定されるものではなく、電気ウキ本体１は、例えば、２～５
個の構成部材によって構成されていてもよい。上部外殻１ａと正極３とによって囲まれた
空間１０に存在する空気は、正極３の活物質として用いられる。空間１０は、電気ウキ本
体１が水面に着水したときに水６を電気ウキ本体１内に流入しないように構成されている
が、必要により、上部外殻１ａには、空気取り入れ口１１が配設されていてもよい。また
、発光ダイオード２と正極３および負極４とは、必要により、電圧を高めるための昇圧回
路１２を介して接続されていてもよい。
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【００３２】
　電気ウキ本体１が水面に着水したとき、図２（ｂ）に示されるように、着水時の水６を
電気ウキ本体１内に流入させるための通水孔７が電気ウキ本体１の下部に設けられている
。通水孔７から電気ウキ本体１内に流入した水６を介して空気電池の正極３と負極４とを
接続させるための空間８ａ，８ｂが電気ウキ本体１内に配設されている。また、空間８ａ
，８ｂに水が流入したときに、空間８ａ，８ｂ内に存在する空気を排出するためのベント
口９が通気管９ａを介して空間８ａ，８ｂと接続されている。
【００３３】
　電気ウキ本体１が水面に着水したとき、電気ウキ本体１の通水孔７から水６が流入し、
流入した水６を介して空気電池の正極３と負極４とが接続されることから、起電力が生じ
、発光ダイオード２が点灯する。これにより、本発明の魚釣り用電気ウキの着水位置は、
夜間であっても容易に目視によって把握することができる。
【００３４】
　また、電気ウキ本体１の上部には、あたり時取水口１３が配設されている。本発明の魚
釣り用電気ウキの下部に取り付けられる仕掛け（図示せず）に魚の食餌によるあたりがあ
ったとき、魚釣り用電気ウキが上下方向に移動する。魚釣り用電気ウキが下方向に移動し
たとき、図２（ｃ）に示されるように、あたり時取水口１３と空間１３ａとが連通されて
おり、あたり時取水口１３が水中に水没し、空間１３ａ内に水が流入するので、空気電池
の正極３の活物質として存在していた空気が水と置換されることから、発光ダイオード２
が消灯する。これにより、魚の食餌によるあたりを目視によって容易に把握することがで
きる。電気ウキ本体１のあたり時取水口１３の上部には、あたり時取水口１３から水が流
入したとき、空間１３ａ内の空気を排出するために、あたり時ベント口１４が配設されて
おり、あたり時ベント口１４から空間１３ａ内の空気を排出させることができる。
【００３５】
　本発明の魚釣り用電気ウキの他の一実施態様として、電気ウキ本体の上部に発光ダイオ
ードが配設され、発光ダイオードが電気ウキ本体に内蔵されている空気電池の正極と負極
と接続され、電気ウキ本体１が水面に着水したときに電気ウキ本体内に流入した水によっ
て空気電池を構成する正極および負極と、魚のあたり時に電気ウキ本体内に流入した水に
よって空気電池を構成する正極および負極とがそれぞれ電気ウキ本体内に配設されている
魚釣り用電気ウキを例示することができる。
【００３６】
　前記魚釣り用電気ウキによれば、電気ウキ本体が水面に着水したときに電気ウキ本体内
に流入した水によって空気電池が構成され、当該空気電池に用いられている正極と負極と
の間で起電力が生じることから、当該正極および負極と接続されている発光ダイオードが
発光する。さらに、魚のあたり時に電気ウキ本体内に流入した水によって空気電池が構成
され、当該空気電池に用いられている正極と負極との間で起電力が生じるので、当該正極
および負極と接続されている発光ダイオードが発光する。
【００３７】
　したがって、前記魚釣り用電気ウキは、当該魚釣り用電気ウキの着水および魚の食餌に
よるあたりを目視によって容易に把握することができるという利点を有する。
【００３８】
　以下に、前記した構成を有する魚釣り用電気ウキの一実施態様を図３に基づいて説明す
るが、本発明は、当該実施態様のみに限定されるものではない。図３（ａ）～（ｃ）は、
それぞれ本発明の発光機能を有する魚釣り用電気ウキの一実施態様を示す概略断面図であ
る。
【００３９】
　図３に示される魚釣り用電気ウキは、電気ウキ本体１の上部に発光ダイオード２ａ，２
ｂが配設されている。発光ダイオード２ａ，２ｂは、それぞれ、電気ウキ本体１に内蔵さ
れている空気電池の正極３ａ，３ｂおよび負極４ａ，４ｂと接続されている。電気ウキ本
体１が水面に着水したとき、電気ウキ本体１内に流入した水によって空気電池を構成する
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正極３ａおよび負極４ａと、魚のあたり時に電気ウキ本体１内に流入した水によって空気
電池を構成する正極３ｂおよび負極４ｂとが、それぞれ電気ウキ本体１内に配設されてい
る。
【００４０】
　電気ウキ本体１の内部は、図３（ａ）に示されるように、隔壁１５によって左室１６ａ
と右室１６ｂとの２室に隔絶されている。
【００４１】
　電気ウキ本体１の左室１６ａの下部には、通水孔１７が配設されている。通水孔１７の
上部には負極４ａが配設され、負極４ａの上部には正極３ａが配設されている。正極３ａ
の上部に空間１８ｃが形成されている。空間１８ｃに存在する空気は、正極３ａの活物質
として用いられる。正極３ａと負極４ａとの間に空間１８ａが形成され、通水孔１７から
流入した水が空間１８ａ内に流入するように通水孔１７と空間１８ａとが連通されている
。
【００４２】
　電気ウキ本体１の右室１６ｂの上部には、あたり時取水口１９が配設されている。右室
１６ｂの上部には負極４ｂが配設され、負極４ｂの上部には正極３ｂが配設され、正極３
ｂの上部に空間１８ｄが形成されている。正極３ｂの上部の空間１８ｄに存在する空気は
、正極３ｂの活物質として用いられる。
【００４３】
　発光ダイオード２ａは、リード線（図示せず）を介して正極３ａおよび負極４ａと接続
されている。正極３ａと負極４ａとの間に空間１８ａが形成されており、通水孔１７から
流入した水が空間１８ａ内に流入するように通水孔１７と空間１８ａとが連通されている
。
【００４４】
　電気ウキ本体１が水面に着水したとき、当該着水時の水を電気ウキ本体１内に流入させ
るための通水孔１７から流入した水は、空間１８ａに流入することから、図３（ｂ）に示
されるように、流入した水を介して空気電池の正極３ａと負極４ａとが接続されることか
ら、起電力が生じ、発光ダイオード２ａが点灯する。これにより、本発明の魚釣り用電気
ウキの着水位置は、夜間であっても容易に目視によって把握することができる。
【００４５】
　なお、図３（ｂ）に示された実施態様では、正極３ａと負極４ａとの間に水６が流入し
たとき、発光ダイオード２ａ，２ｂのうち発光ダイオード２ａが発光するように配設され
ているが、発光ダイオード２ａの代わりに発光ダイオード２ｂが発光するように、発光ダ
イオード２ｂが正極３ａおよび負極４ａと接続されていてもよい。
【００４６】
　図３（ｂ）に示されるように、電気ウキ本体１が水面に着水したとき、当該着水時の水
６が電気ウキ本体１の通水孔１７から流入するときに左室１６ａ内に存在する空気を排出
するために、電気ウキ本体１の上部にベント口９が形成されており、ベント口９は、空間
１８ａと連通している。
【００４７】
　発光ダイオード２ｂは、リード線（図示せず）を介して正極３ｂおよび負極４ｂと接続
されている。正極３ｂと負極４ｂとの間には、空間１８ｂが形成されており、あたり時取
水口１９から流入した水が空間１８ｂ内に流入するようにあたり時取水口１９と空間１８
ｂとが通水路２０を介して連通されている。あたり時取水口１９から流入した水は、空間
１８ｂに流入することにより、図３（ｃ）に示されるように、流入した水６を介して空気
電池の正極３ｂと負極４ｂとが接続されることから、起電力が生じ、発光ダイオード２ｂ
が点灯するが、発光ダイオード２ｂの代わりに発光ダイオード２ａが発光するように、発
光ダイオード２ａが正極３ｂおよび負極４ｂと接続されていてもよい。
【００４８】
　本発明の魚釣り用電気ウキの下部に取り付けられる仕掛け（図示せず）に魚の食餌によ
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るあたりにより、魚釣り用電気ウキが下方向に移動したとき、図３（ｃ）に示されるよう
に、あたり時取水口１９が水中に水没し、右室１６ｂ内に水が流入するので、流入した水
を介して空気電池の正極３ｂと負極４ｂとが接続されることから、発光ダイオード２ｂが
点灯する。これにより、魚の食餌によるあたりを目視によって容易に把握することができ
る。電気ウキ本体１のあたり時取水口１９の上部には、あたり時取水口１９から水が流入
したとき、右室１６ｂ内の空気を排出するために、あたり時ベント口９ｂが配設されてお
り、あたり時ベント口９ｂから右室１６ｂ内の空気を排出させることができる。
【００４９】
　図３に示される実施態様において、電気ウキ本体１は、電気ウキの組み立て性を考慮し
て、左室１６ａおよび右室１６ｂで構成されているが、本発明は、電気ウキ本体１の構成
部材の数によって限定されるものではなく、電気ウキ本体１は、例えば、２～５個の構成
部材によって構成されていてもよい。また、各発光ダイオード２ａ，２ｂと、各正極３ａ
，３ｂおよび各負極４ａ，４ｂとの間には、必要により、電圧を高めるための昇圧回路１
２が設けられていてもよい。
【００５０】
　以上説明したように、本発明によれば、長時間の使用が可能であり、従来の電気ウキの
ように電解液が外部に漏出し、環境汚染を生じることがなく、高度の気密性を必要としな
い電気ウキが提供される。
【００５１】
　図１に示される実施態様の魚釣り用電気ウキによれば、電気ウキ本体１が水面に着水し
たとき、電気ウキ本体１の通水孔７から水６が流入し、流入した水６を介して空気電池の
正極３と負極４とが接続されることから、起電力が生じ、発光ダイオード２が点灯する。
これにより、本発明の魚釣り用電気ウキの着水位置は、夜間であっても容易に目視によっ
て把握することができる。また、本発明の魚釣り用電気ウキの下部に取り付けられる仕掛
け（図示せず）に魚の食餌によるあたりがあったとき、魚釣り用電気ウキが上下方向に移
動するが、当該魚釣り用電気ウキの上下動の移動に伴い、点灯した発光ダイオード２が上
下動するので、魚の食餌によるあたりを容易に把握することができるという利点がある。
【００５２】
　また、図２に示される実施態様の魚釣り用電気ウキの電気ウキ本体１の上部に、あたり
時取水口１３が配設されている。当該魚釣り用電気ウキによれば、電気ウキ本体１の下部
に取り付けられる仕掛け（図示せず）に魚の食餌によるあたりがあったとき、図２（ｃ）
に示されるように魚釣り用電気ウキが上下方向に移動する。魚釣り用電気ウキが下方向に
移動したとき、あたり時取水口１３が水中に水没し、空間１３ａ内に水が流入するので、
空気電池の正極３と負極４との間に活物質である空気が存在しなくなることから、発光ダ
イオード２が消灯する。これにより、魚の食餌によるあたりを容易に把握することができ
るという利点がある。
【００５３】
　さらに、図３に示される実施態様の魚釣り用電気ウキによれば、図３（ｂ）に示される
ように、電気ウキ本体１が水面に着水したとき、電気ウキ本体１の通水孔１７から水６が
流入し、流入した水６を介して空気電池の正極３ａと負極４ａとが接続されることから、
起電力が生じ、発光ダイオード２ａが点灯する。これにより、本発明の魚釣り用電気ウキ
の着水位置は、夜間であっても容易に目視によって把握することができる。また、魚釣り
用電気ウキの下部に取り付けられる仕掛け（図示せず）に魚の食餌によるあたりにより、
魚釣り用電気ウキが下方向に移動したとき、図３（ｃ）に示されるように、あたり時取水
口１９が水中に水没し、右室１６ｂ内に水が流入するので、空気電池の正極３ｂと負極４
ｂとが水を介して接続されることから、発光ダイオード２ｂが点灯する。これにより、魚
の食餌によるあたりを目視で容易に把握することができるという利点がある。
【符号の説明】
【００５４】
　１　　電気ウキ本体
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　２　　発光ダイオード
　２ａ　発光ダイオード
　２ｂ　発光ダイオード
　３　　正極
　３ａ　正極
　３ｂ　正極
　４　　負極
　４ａ　負極
　４ｂ　負極
　５ａ　リード線
　５ｂ　リード線
　６　　水
　７　　通水孔
　８ａ　空間
　８ｂ　空間
　８ｃ　空間
　９　　ベント口
　９ａ　通気管
　９ｂ　あたり時ベント口
　１０　空間
　１１　空気取り入れ口
　１２　昇圧回路
　１３　あたり時取水口
　１３ａ空間
　１４　あたり時ベント口
　１５　隔壁
　１６ａ左室
　１６ｂ右室
　１７　通水孔
　１８ａ空間
　１８ｂ空間
　１８ｃ空間
　１８ｄ空間
　１９　あたり時取水口
　２０　通水路
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